










































り１ページの字数は約 2,200 字であるので、文字のみの場合、上で述べた原稿（40 字
×36 行）1.5 ページ分に相当する）。なお、半ページの大きさの図表１つを 1,100 字と
して換算する。 
（１）「総説」 原稿 15 ページ（21,600 字）以内 
（刷り上がり 10 ページ以内） 
（２）「原著論文」 原稿 15 ページ（21,600 字）以内 
（刷り上がり 10 ページ以内） 
（３）「研究ノート」  原稿 12 ページ（17,280 字）以内 
（刷り上がり８ページ以内） 
（４）「研究・教育・社会活動の報告」 原稿 12 ページ（17,280 字）以内 
（刷り上がり８ページ以内） 
（５）「事業報告」 原稿９ページ（12,960 字）以内 
（刷り上がり６ページ以内） 











名は頭文字だけを大文字とする。姓と名の間には comma は付けない。 
例：「科大太郎」は「Taro KADAI」とする。 
（２）英文抄録 
総説、原著論文には、本論が和文、英文であるかに関わらず、250 words を目安 









例：和文の場合 図１, 図２, ... ; 表１, 表２, ...  



















① 雑 誌 
著者名：表題. 雑誌名(略称を用いる、斜体で表示), 巻(号) : ページ（先頭ページ
－最終ページ）, 発行年(西暦). 
例：科大太郎, 帝京次郎, 平成三郎 : 高齢者の都市空間認識. 帝京科学大学紀
要,11(1) : 55-59, 1999. 
T. Kadai, J. Teikyo, S. Heisei and S. Teidai : Simplification of optical 
disk cluster drive. IECE Trans. Electron., 80(9) : 1149-1153, 1997. 
② 書籍の中の論文 




著）, 科大講座科学／技術と人間 9 巻 思想としての科学／技術, 科大書
店,上野原, 1999, pp.29-57. 
T. Kadai, J. Teikyo and S. Heisei : Ontogenetic analysis of brainstem 
mechanisms of ingestive activities in vitro. In : J. Teikyo and S. Heisei 
(eds.), Neurobiology of Mastication, Elsevier Science BV, Amsterdam,
1999, pp.312-326. 
③ 書 籍 
著者名 : 書名(斜体で表示), 出版社, 出版地, 発行年. 
例：科大太郎 : コトバの壁－外国人の目で読む日本文学, 科大書店, 上野原, 
1996. 



































































平成２８年 ６月 ８日改定 
平成２９年 ８月２１日改定 
平成３０年 ４月２５日改定 
平成３１年 ２月１２日改定 
 
